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Smart Data Platformサービス利用規約 別冊(ネットワーク) Smart Data Platformサービス利用規約 別冊(ネットワーク) 

  

 

別紙6 統合ネットワーク/関連サービス提供条件等 

1 （略） 

 

別紙6 統合ネットワーク/関連サービス提供条件等 

1 （略） 

 

2 各メニュー等の提供条件等 

(1) docomo business RINK セキュアドWAN 

A 提供条件等 

(A) （略） 

 

2 各メニュー等の提供条件等 

(1) docomo business RINK セキュアドWAN 

A 提供条件等 

(A) （略） 

 

(B) 共通的な提供条件 

a〜y （略） 

 

(B) 共通的な提供条件 

a〜y （略） 

 

z トラフィックデータ 

 当社は、契約者のdocomo business RINK セキュアドWANの利用における

トラフィックデータ（IPアドレス、ポート番号等及びアプリケーション層のデ

ータ等）の把握・分析を行い、契約者のご利用状況における課題解決に向けて、

以下の提案等をする場合があります。 

 

z トラフィックデータ 

 当社は、契約者のdocomo business RINK セキュアドWANの利用における

トラフィックデータ（IPアドレス、ポート番号、プロトコル及びアプリケーショ

ン層のデータ等をいいます。以下(1)「docomo business RINK セキュアドW

AN」において同じとします。）の把握・分析を行い、契約者のご利用状況におけ

る課題解決に向けて、以下の提案等をする場合があります。 

(a)〜(b) （略） (a)〜(b) （略） 

 

(C) docomo business RINK セキュアドWANのメニュー等 

a この別紙により提供するdocomo business RINK セキュアドWANのメニュ

ー及びオプションは、次表のとおりとします。 

 なお、オプションとは、docomo business RINK セキュアドWANの付加機

能又はdocomo business RINK セキュアドWANに附帯するサービスをいい

ます。以下、この別紙6において同じとします。 

 

(C) docomo business RINK セキュアドWANのメニュー等 

a この別紙により提供するdocomo business RINK セキュアドWANのメニュ

ー及びオプションは、次表のとおりとします。 

 なお、オプションとは、docomo business RINK セキュアドWANの付加機

能又はdocomo business RINK セキュアドWANに附帯するサービスをいい

ます。以下、この別紙6において同じとします。 

 メニュー及びオプション   メニュー及びオプション  

 （略） （略） （略） （略）   （略） （略） （略） （略）  

 オプション （略）    オプション （略）   

  WANセキ 脅威検知     WANセキ 脅威検知   
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  ュリティ      ュリティ 脅威情報共有   

  フローコレクター     フローコレクター   

   ふるまい検知      ふるまい検知   

   セキュリティヘルプデスク      セキュリティヘルプデスク   

  （略）     （略）   

 

b〜x （略） 

 

b〜x （略） 

 

y トラフィックレポート（フロー分析）には、次の提供条件があります。 

 

y トラフィックレポート（フロー分析）には、次の提供条件があります。 

(a) （略） (a) （略） 

(b) 契約者は、トラフィックレポート（フロー分析）で利用するフローデータ

の生成にあたり、当社による契約者の通信に係るトラフィックデータ（IPア

ドレス、ポート番号、プロトコル及びアプリケーション層のデータ等としま

す。）の取得について、あらかじめ包括的に同意するものとします。 

(b) 契約者は、トラフィックレポート（フロー分析）で利用するフローデータ

の生成にあたり、当社による契約者の通信に係るトラフィックデータの取得

について、あらかじめ包括的に同意するものとします。 

(c)〜(o) （略） (c)〜(o) （略） 

 

z （略） 

 

z （略） 

 

aa 契約者は、次の内容についてあらかじめ包括的に同意するものとします。 

 

aa 契約者は、次の内容についてあらかじめ包括的に同意するものとします。 

(a) 当社は、WANセキュリティ（脅威検知機能、フローコレクター機能、ふる

まい検知機能及びセキュリティヘルプデスクとします。以下、このaaにおい

て同じとします。）の提供にあたり、契約者の通信に係るトラフィックデータ

（IPアドレス、ポート番号、プロトコル及びアプリケーション層のデータ等

をいいます。以下、このaaにおいて同じとします。）の内容を取得・閲覧・分

析し、契約者のご利用状況におけるセキュリティ課題解決に向けた提案等に

利用すること。 

(a) 当社は、WANセキュリティ（脅威検知機能、脅威情報共有機能、フローコ

レクター機能、ふるまい検知機能及びセキュリティヘルプデスクとします。

以下、このaaにおいて同じとします。）の提供にあたり、契約者の通信に係る

トラフィックデータの内容を取得・閲覧・分析し、契約者のご利用状況におけ

るセキュリティ課題解決に向けた提案等に利用すること。 

(b) （略） (b) （略） 

 (c) 当社は、WANセキュリティにおける脅威情報共有機能の提供のために、

(a)及び(b)の定めに加えて、提供者（トラフィックデータを脅威検知機能（予

めその当社ルーター等又はお客さま自営ルーター等において利用があるもの

とします。）にて分析した結果の情報の提供に同意した契約者をいいます。以

下、(1)「docomo business RINK セキュアドWAN」において同じとしま
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す。）が予め承諾した受領者（当該分析した結果の情報を受領する契約者をい

います。以下、(1)「docomo business RINK セキュアドWAN」において同

じとします。）に対して、提供者のトラフィックデータを脅威検知機能にて分

析した結果の情報（提供者自らが共有を選択したルーターの情報に限りま

す。）の提供をすること。 

 

 

 

ab WAＮセキュリティには、脅威検知機能、フローコレクター機能、ふるまい検

知機能及びセキュリティヘルプデスクがあります。WANセキュリティに係る各

機能の申込み方法等の詳細については、当社のサービスサイト（https://sdpf.

ntt.com/）に定めます。 

 

ab WAＮセキュリティには、脅威検知機能、脅威情報共有機能、フローコレクタ

ー機能、ふるまい検知機能及びセキュリティヘルプデスクがあります。WANセ

キュリティに係る各機能の申込み方法等の詳細については、当社のサービスサ

イト（https://sdpf.ntt.com/）に定めます。 

(a)〜(c) （略） (a)〜(c) （略） 

 (d) 脅威情報共有機能には、次の機能があります。 

(i) 脅威情報提供機能 

 提供者が、提供者のトラフィックデータを脅威検知機能（提供者ルーター

等（提供者の当社ルーター等又はお客さま自営ルーター等をいいます。以

下(d)から(f)において同じとします。）において予め利用があるものとしま

す。）にて分析した結果の情報（脅威検知機能における検知ログであって、

受領者への共有を目的に予め選択した提供者ルーター等のものに限りま

す。以下abにおいて「脅威情報」といいます。）について予め合意した受領

者に提供できる機能 

 

(ii) 脅威情報受領機能 

 受領者が、予め合意した提供者から脅威情報の共有を受領し閲覧できる機

能 

 

(e) 脅威情報共有機能に係る脅威情報の提供又は脅威情報の受領においては、

予め提供者と受領者との間で１対１の合意の成立を要するものとします。 

 この場合において、提供者と受領者との間の１対１の合意は、提供者が受

領者を指定した上で脅威情報の提供を申し出、受領者が脅威情報の受領を承

諾することをもって成立とします。 
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 (f) 脅威情報共有機能には、次の提供条件があります。 

 (i) 提供者と受領者の両者間の合意により脅威情報共有に係るペアを構成す

るものとし、当社は、その１のペアごとに１の脅威情報共有機能を提供し

ます。 

 この場合において、提供者には１の脅威情報提供機能を、受領者には１

の脅威情報受領機能を提供します。 

 

 (ii) 利用中の脅威情報共有機能（脅威情報提供機能に限ります。）の対象とし

て、提供者が新たに提供者ルーター等を追加したいときは、脅威情報共有

の対象として選択の上で改めて受領者に対して１対１の合意を申し出るも

のとします。 

 

 (iii) 提供者又は受領者は、脅威情報共有の対象として設定された提供者ルー

ター等について、その提供者ルーター等を選択の上で相手方の合意なく提

供の終了又は受領の終了ができるものとします。 

 この場合において、提供者又は受領者のいずれかがペアの対地テナント

（ペアを構成する相手側のテナントをいいます。以下同じとします。）にお

いて、すべての提供者ルーター等を選択の上で提供の終了又は受領の終了

をすることにより、当社は、そのペアに係る脅威情報共有機能を終了しま

す。 

 

 (iv) 脅威情報共有機能（脅威情報提供機能に限ります。）の対象となってい

る提供者ルーター等において廃止があったときは、当社は、その提供者ル

ーター等に係る脅威情報共有機能の提供を終了します。 

 

 (v) 1の対地テナントにおいて、脅威情報共有の対象として設定されたすべ

ての提供者ルーター等の脅威検知機能の停止が１の料金月に渡って行われ

たときは、当社は、その対地テナントのその料金月について、WANセキュ

リティ 脅威情報共有利用料を請求しません。 

 ただし、その対地テナントにおいて１つでも提供者ルーター等に係る脅

威検知機能の利用が再開したときは、当社はその料金月より脅威情報共有

利用料の請求を再開します。 
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 (vi) 提供者が脅威情報共有の対象として設定している提供者ルーター等に

おいて脅威検知機能の停止又は終了があったときは、受領者においても、

その提供者ルーター等に係る停止中又は終了後の脅威情報を閲覧すること

はできません。 

 

 (vii) 当社は、脅威情報共有機能に係る完全性及び可用性を保証するもので

はなく、それによって契約者に発生した損害については、責任を負いませ

ん。 

 

 (viii) 当社は脅威情報共有機能の利用に起因する契約者又は第三者の損害に

ついて、当社の故意又は重大な過失による場合を除き、責任を負いません。 

 

 (g) 脅威情報共有機能に係るその他の詳細は当社のサービスサイト（https://

sdpf.ntt.com/）に定めます。 

 

(d)〜(h) （略） (h)〜(l) （略） 

 

ac〜aj （略） 

 

ac〜aj （略） 

 

B 料金算定方法等 

(A) 利用料金 

 当社は、docomo business RINK セキュアドWANについて、次のとおり利用

料金を適用します。 

 

B 料金算定方法等 

(A) 利用料金 

 当社は、docomo business RINK セキュアドWANについて、次のとおり利用

料金を適用します。 

a （略） a （略） 

 

b 当社が設定するdocomo business RINK セキュアドWANの利用料金は、次

のとおりとします。 

 

b 当社が設定するdocomo business RINK セキュアドWANの利用料金は、次

のとおりとします。 

(a)〜(k) （略） 

(l)〜(p) （略） 

(a)〜(k) （略） 

(l) WANセキュリティ 脅威情報共有利用料 

(m)〜(q) （略） 

 

c〜d （略） 

 

c〜d （略） 
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e 1のテナントにおける利用料金は、共通編料金表第1表（利用料金の適用等）の

1の表に定める「従量上限（メニュー等の変更あり）」の場合の算定方法に基づ

き、そのテナントに属するリソースごとのメニュー等の態様に応じて適用しま

す。 

 ただし、次に掲げる利用料金については、この限りでありません。 

e 1のテナントにおける利用料金は、共通編料金表第1表（利用料金の適用等）の

1の表に定める「従量上限（メニュー等の変更あり）」の場合の算定方法に基づ

き、そのテナントに属するリソースごとのメニュー等の態様に応じて適用しま

す。 

 ただし、次に掲げる利用料金については、この限りでありません。 

(a)〜(e) （略） 

(f)〜(j) （略） 

 

(a)〜(e) （略） 

(f) WANセキュリティ 脅威情報共有利用料 

(g)〜(k) （略） 

 

 

f〜j （略） 

 

f〜j （略） 

 

k 1のテナントにおける利用料金（トラフィックレポート（フロー分析）利用料

に限ります。）は、共通編料金表第1表に定める「月額固定」とします。 

 

k 1のテナントにおける利用料金（トラフィックレポート（フロー分析）利用料

に限ります。）は、共通編料金表第1表に定める「月額固定」とします。 

 この場合においてプランの変更があったときは、当社は、現に利用中のプラ

ンにかかわらず、その料金月で利用のあったプランのうち最も高額なプランの

月額料金を適用します。 

 

l kの場合においてプランの変更があったときは、当社は、現に利用中のプランに

かかわらず、その料金月で利用のあったプランのうち最も高額なプランの月額

料金を適用します。 

 

 l 1のテナントにおける１の対地テナントごとのWANセキュリティ 脅威情報共

有利用料は、共通編料金表第1表の1の表に定める「月額固定」とします。 

 ただし、１の料金月において利用開始と利用廃止の複数回の実施によってW

ANセキュリティ 脅威情報共有機能の利用期間が複数回に分断される場合で

あっても、分断された回数によらず、その料金月に係る1カ月分の月額固定料金

を適用します。 

 

m〜s （略） 

 

m〜s （略） 

 

(B)〜(C) （略） 

 

(B)〜(C) （略） 
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